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の事例に何らかの側面で完全な類似性を生じさせる。 (Lewis, 2009, p. 204) 
 
基礎的性質とは、世界の最小の構成要素のことであった。無数にある性質の自然性の度合















































































































































































Langton & Lewis, 1998)。 
 























































の通り。対象 x が性質グルーをもつのは、x が緑色でありかつある時点 t より前までにそれが確認されてい






















トは物理学が発見するとされている(cf. Lewis, 1983b, 1984, 1986)。(ii)一階述語論理。様相言明を分析するた
めルイスが作り出した理論は、一階述語論理で書かれた対応者理論である(cf. Lewis, 1968)。(iii)メレオロジ











をはじめあらゆる世界の事象を説明するテーゼを考えている( cf. Lewis ,1983b, p. 358)。この着想は魅力的で
あると同時に批判も多いが、本稿では紙幅の都合上検討には立ち入らない。 
(10) ここで「適切に」と但し書きがあるのは、任意の性質は選言的性質として表現できるからである。た
とえば、内在的性質G も、G またはG またはG または…またはG であるという選言的性質と等値である。   
(11) 実際に提示された定義は、註(8)で言及した単独であるという性質を内在的性質から除外するため、よ
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